
主
催
者
を
代
表
し
地
本
大
沼

委
員
長
は
以
下
の
挨
拶
を
行
っ

た
。
（
要
旨
）

▼
運
動
課
題
を
確
認
し
合
う
。

特
に
15
春
闘
を
ど
う
捉
え
ど
う

闘
う
の
か
方
向
性
の
確
認
を
。

取
組
み
の
①
一
人
一
要
求
を

集
約
し
、
現
場
長
と
の
話
し
合

い
か
ら
職
場
要
求
を
前
進
さ
せ

る
②
東
北
総
決
起
集
会
と
仙
台

総
行
動
に
組
織
の
半
数
を
結
集

し
春
闘
を
盛
り
上
げ
る
大
衆
行

動
の
2
点
。
職
場
の
取
組
み
と

そ
の
教
訓
点
を
学
び
合
お
う
。

▼
15
年
春
闘
。
昨
年
は
官
製
春

闘
と
揶
揄
さ
れ
た
。
労
働
分
配

率
は
年
々
低
下
。
消
費
増
税
や

円
安
物
価
高
〜
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

を
応
援
す
る
た
め
に
賃
上
げ
を

す
る
の
で
は
な
い
。

日
本
は
高
所
得
と
財
界
は
言

う
が
、
先
進
国
で
は
日
本
だ
け

が
所
得
が
低
下
。
今
後
中
央
委

員
会
で
決
定
さ
れ
る
方
針
で
交

渉
に
入
る
が
、
地
方
か
ら
そ
の

後
押
し
を
し
っ
か
り
取
組
む
。

▼
政
治
情
勢
。
昨
年
末
の
選
挙

結
果
…
今
後
厳
し
い
環
境
が
想

定
さ
れ
る
。
自
民
の
得
票
率
は

16
％
で
61
％
の
議
席
を
確
保
で

あ
り
選
挙
制
度
そ
の
も
の
の
問

題
点
を
指
摘
し
考
え
な
け
れ
ば
。

52
・
66
％
の
低
投
票
率
で
あ

り
、
国
民
の
支
持
を
得
た
と
は

言
え
な
い
。
国
民
の
意
識
と
離

れ
た
政
治
を
チ
ェ
ッ
ク
を
し
世

論
に
訴
え
て
い
く
。

▼
原
発
再
稼
働
問
題
。
我
々
は

福
島
の
仲
間
を
抱
え
る
。
避
難

し
て
い
る
方
々
に
寄
り
添
い
必

要
な
対
策
を
一
緒
に
考
え
合
う
。

▼
運
動
課
題
。
今
後
中
央
・
エ

リ
ア
・
地
方
で
活
動
方
針
に
つ

い
て
議
論
す
る
。
春
闘
が
直
近

の
課
題
だ
が
、
抱
え
て
い
る
運

動
課
題
を
と
も
に
考
え
、
組
合

員
が
い
る
か
ら
職
場
が
明
る
い
、

楽
し
い
と
い
う
環
境
を
今
年
一

年
作
れ
る
よ
う
奮
闘
す
る
。

続
い
て
東
日
本
本
部
松
井
執

行
委
員
長
が
問
題
提
起
を
行
っ

た
。
（
2
面
要
旨
別
掲
）

●
宮
城
県
支
部
山
田
書
記
長

▼
職
場
問
題
。
合
理
化
・
委
託

化
が
進
む
。
JR
と
比
較
し
仕
事

が
キ
ツ
く
、
手
当
が
安
い
…
。

職
場
の
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
プ
ロ
パ
ー
社

員
、
28
歳
で
年
収
240
万
。
結
婚

も
難
し
い
。
イ
ン
フ
ル
予
防
接

種
は
自
腹
。
太
子
堂
駅
で
は
ロ
ッ

カ
ー
室
、
風
呂
ト
イ
レ
、
休
養

室
が
男
女
共
用
。
泊
ま
り
勤
務

も
あ
り
お
か
し
い
と
話
し
、
我
々

も
組
合
通
じ
て
改
善
を
要
請
。

ど
う
に
か
予
算
が
付
き
改
築
。

我
々
が
出
向
し
て
も
制
服
、

営
業
用
の
コ
ー
ト
、
ア
ノ
ラ
ッ

ク
が
貸
与
さ
れ
ず
。
「
JR
の
も

の
を
使
用
す
る
し
か
な
い
」
と

ブ
ロ
ッ
ク
長
。
偽
装
請
負
で
は
、

と
指
摘
す
る
と
「
仕
方
な
い
」

の
返
答
。
一
つ
一
つ
改
善
に
向

け
て
国
労
が
話
を
し
て
い
く
し

か
な
い
。

支
部
は
エ
ル
ダ
ー
交
流
会
や

委
託
提
案
が
あ
れ
ば
チ
ラ
シ
配

布
等
で
問
題
点
を
広
め
る
取
組

を
し
て
い
る
。

▼
組
織
強
化
。
定
年
・
若
年
退

職
者
…
相
談
せ
ず
辞
め
て
い
る

人
が
ポ
ツ
ポ
ツ
。
個
々
人
と
の

繋
が
り
や
話
し
合
う
場
を
持
と

う
と
提
起
。
拡
大
で
は
、
プ
ロ

パ
ー
社
員
と
の
交
流
・
繋
が
り

を
強
化
し
進
め
て
い
る
。

▼
労
働
条
件
改
善
。
健
康
で
退

職
で
き
る
環
境
を
会
社
に
求
め

る
こ
と
が
大
事
。

▼
春
闘
。
貨
物
は
15
年
ベ
ア
ゼ

ロ
、
東
も
昇
級
は
あ
っ
た
が
格

差
付
。
国
労
と
し
て
は
格
好
付

け
ず
、
泥
臭
く
粘
り
強
く
闘
う

以
外
に
な
い
。
2
月
16
日
、
宮

城
県
支
部
春
闘
総
決
起
集
会
を

開
催
す
る
。

ま
た
2
月
20
日
、
中
央
本
部

へ
激
励
行
動
の
取
組
み
を
進
め

て
い
る
。
職
場
で
仕
事
の
中
心

は
勿
論
、
同
時
に
闘
い
の
中
心

に
な
る
こ
と
が
必
要
。

職
場
の
仲
間
に
足
を
運
び
、

自
ら
の
要
求
は
自
ら
の
闘
い
で

勝
ち
取
ろ
う
。

●
福
島
県
支
部

小
檜
山
委
員
長

▼
職
場
状
況
。
昨
年
現
場
長
交

渉
な
ど
話
し
合
い
が
で
き
な
か
っ

た
分
会
は
達
成
す
る
よ
う
取
組

み
を
強
化
す
る
。
貨
物
会
社
は

15
年
ベ
ア
ゼ
ロ
に
加
え
期
末
手

当
の
超
低
額
回
答
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
低
下
や
若
者
の
転
職
に

よ
る
要
員
不
足
か
ら
輸
送
障
害

多
発
の
悪
循
環
に
。
交
運
労
協

と
産
別
の
課
題
と
し
て
運
動
を

進
め
る
。

只
見
線
駅
の
社
員
配
置
が
国

労
に
偏
り
。
輸
送
障
害
改
善
さ

れ
な
い
た
め
ポ
イ
ン
ト
転
換
を

少
な
く
ス
ル
ー
化
運
転
を
提
案
。

し
か
し
現
場
で
は
人
的
ミ
ス

を
恐
れ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
に
固
執
し
て
い

る
。
設
備
系
で
は
直
轄
伐
採
業

務
が
増
大
、
検
査
・
監
督
業
務

に
支
障
し
超
勤
で
穴
埋
め
。
一

方
超
勤
を
歓
迎
す
る
若
手
も
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
郡
山
設

備
分
会
設
立
は
、
班
交
流
を
通

じ
た
若
手
へ
声
か
け
の
促
進
に

期
待
。
一
方
で
一
人
勤
務
の
中

間
駅
で
は
話
題
不
足
に
悩
む
組

合
員
も
。
戸
惑
い
や
悩
み
を
受

止
め
つ
つ
他
労
組
の
仲
間
に
届

く
取
組
み
を
作
る
。

▼
原
発
。
原
発
い
ら
な
い
集
会

の
成
功
を
。

▼
政
治
課
題
。
解
散
総
選
挙
の
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1
・
11

春
闘
勝
利
活
動
家
交
流
集
会

1
・
13

第
4
回
地
方
執
行
委
員
会
・
第
1
回
闘
争
委
員
会

1
・
14

第
2
回
春
闘
事
務
局
会
議

1
・
17-

18

地
本
組
織
対
策
会
議

1
・
23

地
方
代
表
者
会
議

1
・
24

国
労
本
部
第
１
８
５
回
中
央
委
員
会

地
方
本
部
は
1
月
11
日
、
仙
台
市
内
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
「
２
０
１
５
年
春
闘
勝
利
活
動
家
交
流
集
会
」
を
開
催

し
た
。
会
議
に
は
各
支
部
と
分
会
代
表
が
参
加
し
、
賃
金
闘
争

を
は
じ
め
労
働
条
件
改
善
や
組
織
問
題
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
、

今
年
1
年
の
闘
い
方
向
性
を
全
体
で
確
認
し
た
。

●
労
組
の
主
張
（
連
合
・
全
労

連
・
全
労
協
）
は
共
通
認
識
…

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
業
績
好
調

な
の
は
輸
出
型
大
企
業
、
中
小

に
は
恩
恵
な
し
。
円
安
と
消
費

増
税
に
よ
る
物
価
高
で
実
質
賃

金
は
ダ
ウ
ン
。
生
活
維
持
と
デ

フ
レ
脱
却
の
た
め
最
低
2
％
、

多
く
の
産
業
で
は
3
％
の
ベ
ア

を
要
求
す
る
」

●
春
闘
は
賃
金
の
原
則
を
企
業

に
守
ら
せ
る
取
組
み
…

①
生
計
費
原
則
（
労
働
力
の
再

生
産
費
）

②
均
等
待
遇
（
同
一
労
働
同
一

賃
金
）
同
じ
労
働
を
し
て
い
る

の
に
賃
金
が
違
え
ば
、
低
い
方

に
合
わ
さ
れ
て
し
ま
う
…
。

正
規
・
非
正
規
の
問
題
も
そ
う
。

こ
の
二
つ
を
守
る
こ
と
を
春
闘

の
中
で
再
確
認
す
る
こ
と
。

JR
の
GS
は
5
年
で
解
雇
。
そ

の
間
受
験
し
正
社
員
を
期
待
し

て
い
る
が
多
く
は
報
わ
れ
な
い
。

こ
の
使
い
潰
し
を
許
し
て
い
て

は
会
社
は
正
社
員
を
採
用
し
な

く
な
る
。
デ
フ
レ
原
因
の
一
つ
。

●
デ
フ
レ
が
20
年
も
続
き
、
経

済
が
縮
小
、
賃
金
が
下
が
っ
て

い
る
状
況
は
資
本
主
義
史
上
初

め
て
の
こ
と
…
大
変
な
異
常
。

儲
か
る
も
の
が
な
く
、
投
資
先

が
な
い
現
状
。
資
本
主
義
社
会

が
成
り
立
た
な
い
…
。
値
崩
れ

し
値
段
が
下
が
る
。

デ
フ
レ
は
リ
ス
ト
ラ
合
理
化
を

勧
め
す
ぎ
た
結
果
＝
労
働
力
の

再
生
産
費
が
支
払
わ
れ
な
い
結

果
で
あ
る
が
、
財
界
は
、
労
働

者
を
絞
る
し
か
な
い
と
言
っ
て

い
る
…
経
済
の
末
期
症
状
。

●
日
本
の
労
働
者
平
均
賃
金
は

４
０
０
万
（
正
規
・
非
正
規
込

み
43
歳
）
で
先
進
資
本
主
義
国

で
最
低
。
経
団
連
は
日
本
の
賃

金
は
高
い
と
言
う
。
確
か
に
ト

ヨ
タ
の
正
社
員
だ
け
み
れ
ば

高
い
（
８
２
０
万
39
歳
）
が
他

に
こ
ん
な
企
業
は
な
い
。

 
日
経
連
は
、
一
昨
年
ま
で
ド

イ
ツ
と
同
じ
賃
金
水
準
だ
と
言
っ

た
が
、
日
本
は
1
・
5
倍
働
い

て
い
る
。
１
３
０
０
時
間
労
働

に
対
し
２
０
０
０
時
間
。
サ
ー

ビ
ス
労
働
も
あ
る
。

●
こ
の
10
数
年
で
民
間
企
業
の

賃
金
が
1
割
減
（
23
兆
円
）
。

個
人
消
費
が
日
本
の
経
済
規
模

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
6
割
を
占
め
る

が
、
そ
の
一
割
が
減
っ
た
の
で

は
経
済
が
活
性
化
す
る
わ
け
が

な
い
。
子
供
で
も
分
か
る
こ
と
。

安
倍
首
相
は
金
融
対
策
で
円
安

に
誘
導
し
輸
出
で
売
り
易
く
し
、

国
内
的
に
は
公
共
事
業
を
バ
ラ

ま
き
、
輸
出
型
大
企
業
が
儲
か

れ
ば
、
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
で
中

小
労
働
者
も
潤
う
と
主
張
…
高

度
成
長
期
の
路
線
。

●
脱
却
す
る
に
は
賃
上
げ
と
雇

用
安
定
か
ら
国
内
消
費
回
復
し

か
な
い
。

●
春
闘
は
単
に
労
働
者
の
生
活

の
た
め
の
闘
い
で
は
な
く
、
日

本
経
済
・
日
本
社
会
全
体
を
立

て
直
せ
る
か
の
鍵
を
握
る
も
の
。

※
松
上
氏
は
豊
富
な
資
料
を
元

に
日
本
の
経
済
状
況
や
企
業
と

労
働
者
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
。

更
に
民
間
労
組
の
取
組
み
と
非

正
規
労
働
者
の
闘
い
の
2
事
例

を
紹
介
、
我
々
の
闘
い
の
可
能

性
と
展
望
を
示
唆
し
た
。
【
昌
】

講演する松上隆明氏



史
上
最
低
の
投
票
率
。
デ
ジ
タ

ル
朝
日
の
北
海
道
大
学
准
教
授

の
記
事
は
興
味
深
い
。
選
挙
以

外
の
政
治
参
加
が
求
め
ら
れ
る
。

▼
2
月
14
日
、
福
島
県
支
部
春

闘
討
論
集
会
を
開
催
し
、
15
春

闘
勝
利
、
各
種
集
会
の
成
功
、

統
一
自
治
体
選
挙
勝
利
に
向
け

全
力
を
挙
げ
る
。

●
自
動
車
支
部
北
山
委
員
長

▼
昨
年
10
月
、
冬
期
ダ
イ
ヤ
改

正
に
対
す
る
解
明
交
渉
で
72
項

目
の
改
善
要
求
。
福
島
支
店
の

新
宿
・
福
島
間
運
行
の
あ
ぶ
く

ま
号
の
運
用
で
生
じ
る
勤
務
変

更
で
は
、
当
日
の
変
更
に
も
関

わ
ら
ず
超
勤
扱
い
を
し
て
い
な

か
っ
た
が
改
善
さ
せ
た
。
た
だ

休
息
時
間
に
待
機
せ
ざ
る
を
得

な
い
乗
務
員
の
扱
い
は
無
賃
。

電
話
連
絡
時
間
数
分
の
み
超

勤
扱
い
。
今
後
も
改
善
を
求
め

る
。

▼
年
末
手
当
。
10
月
27
日
、
要

求
提
出
、
11
月
17
日
に
初
め
て

バ
ス
東
北
会
社
が
交
渉
に
応
じ

た
。
だ
が
国
労
1
回
に
対
し
、

東
労
組
は
5
回
で
差
が
。
12
月

5
日
に
2
・
3
ヶ
月
、
プ
ラ
ス

加
算
額
2
万
円
回
答
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
昨
年
南
・

北
ブ
ロ
ッ
ク
で
8
月
と
9
月
に

取
組
み
。

意
見
交
換
で
は
国
労
の
取
組

み
に
賛
同
も
あ
る
が
、
試
験
関

係
で
は
不
利
で
あ
る
感
は
拭
え

ず
。
今
後
は
職
場
の
問
題
や
話

題
だ
け
で
な
く
、
国
労
の
考
え

と
主
張
を
し
っ
か
り
相
手
に
伝

え
る
よ
う
改
善
が
必
要
。

あ
る
仲
間
が
正
社
員
試
験
に

合
格
し
、
仙
台
で
の
単
身
赴
任

に
。
二
重
生
活
で
切
り
詰
め
た

生
活
。
5
日
分
ま
と
め
て
炊
飯

し
お
に
ぎ
り
を
作
り
冷
凍
、
解

凍
し
食
事
。
本
当
に
プ
ロ
パ
ー

社
員
の
身
に
な
っ
て
闘
っ
て
き

た
の
か
反
省
。
16
日
の
支
部
大

会
で
議
論
を
深
め
る
。

▼
組
織
問
題
。
支
部
組
織
10
人

が
東
北
に
点
在
。
議
論
の
場
が

少
な
い
。
個
人
の
踏
ん
張
り
に

も
限
界
が
。
地
域
分
会
へ
の
加

入
等
、
仲
間
同
士
が
議
論
で
き

る
場
を
設
定
し
な
い
と
組
織
拡

大
等
取
組
み
の
力
に
な
ら
な
い
。

◆
昨
年
の
国
会
で
安
倍
首
相
が

「
JR
総
連
・
JR
東
労
組
は
殺
人

を
起
こ
し
た
活
動
家
が
浸
透
し

て
い
る
団
体
」
と
発
言
。
東
京

圏
で
の
反
応
は
（
仙
総
支
部
）

●
春
闘
賃
上
げ
要
求
1
万
5
千

円
の
根
拠
は
？
（
郡
工
支
部
）

▼
減
額
さ
れ
て
い
る
組
合
員
が

多
い
。
春
闘
要
求
は
、
赤
字
補

填
分
の
賃
上
げ
を
目
指
し
て
闘

う
べ
き
。

▼
雪
害
多
発
。
会
社
の
対
応
が

不
十
分
。
運
転
打
ち
切
り
や
見

合
わ
せ
の
判
断
が
良
く
な
い
。

（
新
庄
連
合
）

◆
福
島
・
米
沢
の
除
雪
体
制
。

Ｐ
社
（
第
一
建
設
）
の
手
が

回
ら
ず
ビ
ッ
ク
ロ
モ
に
添
乗
。

大
雪
で
除
雪
が
進
ま
ず
、
13

時
に
添
乗
し
翌
朝
5
時
に
戻
り
。

会
社
も
弁
当
等
手
配
し
た
が
、

道
路
も
通
れ
ず
飲
ま
ず
食
わ
ず

16
時
間
。
土
技
セ
、
電
力
も
添

乗
し
ぐ
っ
た
り
。

◆
職
場
の
女
性
社
員
1
人
が
未

加
入
。
（
山
形
連
合
）

●
貨
物
は
年
末
手
当
が
超
低
額

回
答
。
青
年
が
ま
た
辞
め
そ
う

だ
。
ス
ト
で
元
気
を
。

（
貨
物
福
島
）

▼
ス
ト
以
外
、
運
動
を
や
り
尽

く
し
た
感
も
。
要
求
額
を
本
気

で
闘
い
と
る
気
持
ち
が
あ
る
の

か
。
仙
台
総
行
動
は
日
程
調
整

で
開
催
を
。
（
貨
物
宮
城
）

◆
仙
台
総
行
動
は
調
整
し
取
組

み
を
。
15
春
闘
、
ス
ト
を
配
置

し
職
場
か
ら
闘
い
を
。
14
春
闘

で
は
会
社
回
答
後
、
休
日
を
挟

ん
で
妥
結
。
再
回
答
を
求
め
て

抗
議
す
る
な
ど
時
間
を
設
け
闘

い
や
判
断
を
。

◆
建
築
で
は
特
認
工
事
が
年
末

年
始
、
元
旦
を
除
き
行
わ
れ
た
。

休
む
と
き
は
し
っ
か
り
休
ま
せ

ろ
と
地
本
か
ら
支
社
に
要
請
を
。

◆
建
築
分
会
で
地
本
会
議
室
の

借
用
不
可
の
事
象
が
。
使
用
出

来
な
い
内
容
と
い
う
こ
と
だ
が
、

空
い
て
い
る
と
き
は
許
可
を
。

◆
仙
山
線
事
故
。
運
転
再
開
を

優
先
し
、
旅
客
救
済
を
後
回
し

に
し
た
。
気
動
車
を
配
置
・
運

用
す
べ
き
と
提
言
を
。

◆
政
治
闘
争
。
春
に
統
一
自
治

体
選
挙
。
行
動
で
我
々
の
姿
勢

を
見
せ
訴
え
よ
う
。
客
・
貨
一

体
で
闘
う
。
（
宮
城
県
支
部
）

●
休
憩
時
間
や
勤
務
終
了
後
、

5
分
10
分
、
業
務
を
し
て
い
る

が
ほ
ぼ
サ
ー
ビ
ス
労
働
。
見
過

ご
し
て
い
る
が
月
間
で
は
ど
う

か
。
数
千
円
の
賃
上
げ
を
し
て

も
そ
れ
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
労
働

で
は
実
質
賃
下
げ
。
作
業
ダ
イ

ヤ
の
見
直
し
も
含
め
働
い
た
分

は
要
求
し
主
張
し
な
け
れ
ば
。

日
々
の
働
き
方
に
目
を
向
け
、

取
組
む
。
（
米
沢
連
合
）

▼
分
会
状
況
等
。
4
時
起
き
で

2
時
間
の
除
雪
、
6
時
に
出
発

し
4
時
間
か
け
て
通
勤
。
帰
っ

て
か
ら
ま
た
除
雪
…
。

只
見
線
の
社
員
配
置
は
組
合

が
偏
り
差
別
の
捉
え
方
。
だ
が

経
年
し
、
只
見
線
に
残
せ
と
意

識
の
変
化
も
。

若
松
地
区
分
会
大
会
で
は
、

14
箇
所
の
「
職
場
報
告
」
を
作

成
、
提
出
し
て
も
ら
い
議
案
に

し
て
討
論
。

除
雪
不
十
分
に
よ
る
運
休
の

多
発
。
長
岡
の
乗
務
員
と
の
交

流
も
考
え
取
組
み
を
強
化
。

若
松
テ
ク
ノ
で
洗
い
場
廃
止

に
よ
る
問
題
が
発
生
し
た
が
、

組
織
運
動
の
窓
口
が
な
い
。
窓

口
開
設
を
。
（
若
松
地
区
）

◆
郡
山
地
区
の
保
線
、
電
力
、

信
通
、
建
築
で
設
備
分
会
を
設

立
し
40
人
で
ス
タ
ー
ト
。
春
闘

が
最
初
の
運
動
課
題
。
一
人
で

も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
す
る

よ
う
取
組
む
。
（
郡
山
設
備
）

●
職
場
状
況
。
福
島
駅
で
サ
ー

ビ
ス
労
働
が
蔓
延
。
ど
う
対
処

す
る
か
。
若
手
の
意
見
も
聞
き

取
組
を
進
め
る
。

福
島
駅
で
は
要
員
が
逼
迫
し

臨
時
窓
口
箇
所
閉
鎖
や
二
本
松

駅
に
助
勤
で
き
ず
。
検
証
し
春

闘
課
題
に
。
（
福
島
地
区
）

▼
総
行
動
の
日
程
に
つ
い
て
意

見
が
二
分
。
執
行
委
員
会
判
断

に
し
て
は
。
（
仙
総
・
台
車
）

◆
北
部
現
業
交
流
会
に
貨
物
分

会
も
参
加
。
交
流
会
で
は
旅
客

の
仲
間
か
ら
も
ス
ト
を
打
と
う

の
声
、
止
め
る
べ
き
の
声
は
な

し
。
ス
ト
を
打
つ
方
向
で
指
導

を
。
地
本
に
支
部
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
を
。
（
仙
台
分
連
協
）

●
毎
年
だ
が
未
だ
エ
ル
ダ
ー
職

場
の
提
示
な
し
。
協
力
会
社
も

新
採
枠
の
数
で
困
っ
て
い
る
。

●
松
井
委
員
長
の
提
起
。
端
的

に
会
社
が
変
わ
っ
た
か
ら
組
合

も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

単
一
組
織
の
良
い
点
も
。
北
海

道
新
幹
線
の
関
係
で
五
稜
郭
か

ら
社
員
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
が
、

国
労
の
存
在
感
を
示
せ
て
い
る
。

今
後
組
織
は
減
少
、
単
一
組

織
の
必
要
性
は
高
ま
る
。

（
仙
総
・
組
立
）

▼
プ
ロ
採
の
対
応
、
会
社
の
ガ
ー

ド
が
固
く
難
し
い
。

プ
ロ
パ
ー
の
若
手
に
業
務
指

導
し
て
い
る
が
た
だ
聞
い
て
い

る
だ
け
。
疑
問
を
持
ち
仕
事
に

取
組
む
様
言
っ
て
い
る
。

▼
乗
務
員
の
本
線
横
断
禁
止
。

20
分
以
上
か
か
り
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
反
す
る
。

▼
モ
ニ
タ
ー
通
勤
者
、
12
年
目

と
6
年
目
。
9
月
の
出
向
終
了

時
に
地
元
に
戻
す
こ
と
。

（
小
牛
田
運
輸
区
）

■
11
月
か
ら
エ
ル
ダ
ー
で
テ
ク

ノ
に
。
厳
し
い
労
働
環
境
。
若

手
社
員
が
4
人
、
基
本
給
12
万

円
の
低
賃
金
で
黙
々
と
労
働
。

波
動
業
務
も
超
勤
手
当
を
支

払
わ
ず
に
済
む
よ
う
58
本
の
勤

務
シ
フ
ト
を
組
合
わ
せ
。

■
JR
東
の
海
外
進
出
に
向
け
、

関
東
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ィ
ッ
ク
・

東
北
交
通
機
械
・
テ
ク
ノ
の
一

部
で
新
会
社
設
立
予
定
。

テ
ク
ノ
社
員
は
新
会
社
で
行

う
業
務
を
出
向
で
教
え
る
が
、

そ
の
後
働
き
先
が
不
明
で
不
安
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
は
JR
か
ら
説
明

を
で
終
わ
り
。
今
後
の
見
通
し

の
解
明
を
。
（
仙
総
・
エ
ル
ダ
ー
）

●
駅
業
務
委
託
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
交
渉

窓
口
の
早
期
開
設
を
。

先
月
、
本
塩
釜
駅
で
97
万
円

の
盗
難
事
件
。
一
人
勤
務
で
あ

り
、
防
犯
体
制
強
化
を
強
く
求

め
る
。
（
仙
石
線
駅
連
合
）
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団結 抵抗 統一

◆15春闘。12月17日、本部業務部

長会議を経て1万5千円ベアの統一
要求を決定、2月12日に各社へ申し

入れ、3月18日回答指定日。
◆エリアは１月9日の執行委員会で

1万5千円統一要求の組立て方につ
いて議論。人事・賃金制度に変わ

り、所定昇給額が職制毎に違う…

これを変えることが本来のベアと
認識するが、昨年は所定昇給額1/4

の結果。2月10日のエリア委員会ま
で意見を賜り反映する。

◆労働条件に関する協約。締結後、
労働条件の向上に向け通年闘争の

位置づけ。改訂は困難だが進展も。

5月7日付で新幹線通勤の時間的制
約枠の撤廃。また青年・婦人部の

交渉から中央病院のサービス残業
が改善。

◆敵と己を知ること～我々は分割・
民営化反対を闘い、結果的に民営

化・分社化に。不採用問題は解決

したが、国鉄闘争の総括、勝負で
言えば敗北を認めていない。ゆえ

に国労イズムは未だに分割・民営
反対にあり突き合わせが必要。組

織の現状。東京支社内の国労の組
織率は9％台。

◆JR東、年間連結総売上2兆7千億
から8千億。日立製作所と比較し、

中間決算では日立が4兆4千億売上

で経常利益が2千100億、JR東では1
兆3千億売上で経常利益が2千500億。

数字上ではJR東が優良企業。考慮
し賃上げを求める。

◆分割民営から29年。JR各社の現

状…九州は株放出をし民営化、四
国・北海道・貨物は国の減免措置

や助成がなければ立ち行かない。

西・東は鉄道事業から他の事業に
シフト、東海は99％東海道新幹線、

リニア…30年の中で変化してきた。
おのずと労組も対応・対処が変わ

らなければならない。現状の国労
で可能かと言えばかなり難しい。

本部含め議論していく。

◆富田社長は年頭挨拶で、グルー
プ全体のあらゆる業務で人的・物

的コストを下げると明言。委託・
外注化を一層進めることであり、

労組としてどう対峙するかが課題。
◆一昨年発足したJR東日本ステー

ションサービス（ジェス）のプロ

パー社員230人中200人強が未加入。
大多数が無協約状態。労使関係を

作らせないというJR東日本の労務
政策。人事・賃金制度も同様だが

会社対個人。ここをしっかり対処
しなければ労働組合の未来はない。

◆エルダー制度は当初雇用の受け

皿と言われていたが、アウトソー
シング（外注化）は会社の経営戦

略の大きな柱。今後約10年、ふた
コブ目の世代を使い切るのが会社

施策の狙い。
今後、列車を利用する世代が減少、

輸送力の減にシフト換え。先を見
越した運動の提起と取組みが求め

られる。

◆来年結成70年、今年は尼崎、余
目の脱線事故から10年の節目の年。

安全の取組は労組として大きな課
題。具体的取組みは地方と相談し

進める。


